
[image: ]
  



夜霧は血の匂い




　明け方の空気に肌寒さを感じ、工藤くどう宏隆ひろたかは隣のぬくもりに腕を伸ばした。

　規則正しい寝息と鼓動に安心し、ふたたび眠りにつこうとしてふと違和感をおぼえる。

　内側から突き上げてくるようなひどい頭痛。かすかな胸のむかつき。心が思い出すことを拒否しているなにか。

　目を開いて、工藤の困惑は頂点に達した。

　隣で寝ているのは、まったく見覚えのない男だった。濃淡をつけて脱色された髪。顎の細い小さな顔に、まぶたに隠されていても大きいとわかる二つの目。同じ端整といっても、骨格の発達した工藤とは対極にあるような容姿だ。

　まだずいぶん若かった。少年といっていい。仰向けになって頭を少し工藤の方に傾け、右腕を耳元に、左腕を胸の上にだらしなく投げ出している。肩も胸元も剥き出しのところをみると、少なくとも上半身にはなにも着ていないらしい。

　工藤は手を伸ばしてそっと探ってみた。予想どおり、二人とも丸裸だった。動揺して視線を天井に向けた。見慣れた自分の部屋、自分のベッドの上だ。だが昨夜の記憶がない。

「う……ん」

　少年が声を漏らしながらこちらへ寝返りをうった。

「……ん……んん？　あ、おはよー」

　目を開けた少年は、寝ぼけまなこでにっこり笑うと、腕を伸ばし、すりよって工藤の胸元に頭を押しつけようとした。

「ちょっ……お、おい！」

　工藤は慌てて半身を起こし、少年を避けて体をずらしながら恐る恐るきいた。

「その……おまえさん、だれだ？　なんでここにいる？」

「ひどいなァ、おじさんが来いって言ったのに。俺、カオルだよ、ほら、ずっと店でいっしょだった……まさか、全然覚えてないってことないよね？」

　そのまさかだ。いっそうひどくなってくる頭痛のせいもあって、工藤の気分は一気に急降下していく。

　沈みこむ工藤とは正反対に、カオルと名乗った少年は元気よく跳ね起きると、羞恥のかけらもみせずに全裸のままあぐらをかいた。成熟したばかりの若い体が、工藤の目にしみる。

「ねえ、覚えてなくても、約束は約束だからね！」

「……約束？」

「しばらくここに置いてくれるって約束。俺、家事とかするし、コイビトの代わりにセックスもできるし」

　恋人、という一言で、昨日の記憶が堰を切ったように噴き出してきた。そうだった。三年つきあった男から別れ話をきりだされ、行きつけの店でヤケ酒をあおっていたのだ。そのあとのことは覚えていない。いつになく泥酔して、きっとこの少年とは酔いが回ってから出会ったのだろう。

「悪いが、その約束が本当だとしても守れないな」

　工藤は自己嫌悪の溜息をついた。

「おまえ、未成年だろう。未成年者がこういうことをするのは感心しない。家まで送ってやるから、さっさと服を着ろ」

「ええー、そりゃないよ、おじさん。男に二言があるわけ？　だいたい未成年だからって、オマワリでもあるまいし、いまどきそんな――」

「俺はおじさんじゃない、まだ三十前だ」

　工藤はベッドから降り、クローゼットの扉を開きながら言った。

「それに、俺は刑事だ。それも少年係のな」

　カオルは一瞬ぽかんと口を開けたが、すぐにあっけらかんと言った。

「へえー、刑事にもホモがいるんだ」

「ホモが刑事になっちゃいかんという法律はない。ほら、早く用意しろ」

　床の上に落ちていた衣服を拾い上げて放ってやると、カオルは顔をこわばらせて工藤の顔を見つめた。

「出てけって、本気？　困るよ、俺、行くとこないよ。金もないし。ねえ、未成年を、身一つでこの寒空に放り出すつもり？」

「なんなら署へ連れていってやろうか」

「いいけど、俺たち、ゆうべなにしたか覚えてる？」

　工藤はシャツのボタンにかけた手をとめた。

「俺、十八歳未満だよ。しゃべったらマズくないかなあ。ねえ、刑事さん」

　工藤は渋面をつくって振り返った。カオルはにこにこしている。

「ゆうべ……って、本当なのか？」

　あいにくそのあたりは記憶が欠落している。だが迷ったのは一瞬だった。

「まあいい。人間、だれしも過ちを犯すことはある。俺の立場としては、やはり未成年者の更生を優先させるべき――」

「あーもう、降参。わかった、わかりました、出ていきますよ」

　カオルはすっと笑顔をひっこめると、手早く衣服を身につけて出入口の方へ歩きだした。

「おい」

　立ち去ろうとする背中を見て、工藤は急に胸が締めつけられるような気がした。きのう別れた恋人とダブらせてしまったからかもしれない。急いで追いかけて、靴を履きかけているところを呼びとめた。

「金、持ってないんだろう。泊まるあては？　どうせ家に帰るつもりはないんだろう。親元に帰しても、おまえのような奴はすぐまた同じことをくりかえすんだ」

「さすが少年係の刑事さん。よくわかってるじゃん」

　振り返った少年の顔には、ふたたび屈託のない笑顔が戻っていた。




　カオルは約束どおりよく働いた。掃除、洗濯、炊事に、そのほかこまごまとした雑用。アパートの部屋は毎日空気を入れかえられ、埃を払われ、ベランダには洗濯物が吊るされた。勤務時間の不規則な工藤のために、帰宅すると、温めるばかりになった食事がいつも用意されている。

　工藤の生活は見違えるように快適になったが、問題も多々あった。

　一つは夜のことだ。二度と同じ過ちはくりかえさないと誓った工藤は、はじめのうち床に毛布を敷いて当座の寝床にしていた。ところが、熟睡したころを見計らってカオルが潜りこんでくる。叱ってもむりやり追い出しても無駄で、朝には必ず狭い寝床で身を寄せあっている自分たちを発見するのだ。

　とうとう根負けした工藤は、ベッドを二人で共有することにした。ただし、あくまでもセックスはなし。カオルは不満たらたらだったが、結局、工藤に抱きついて寝ることで妥協したようだった。

　だが工藤のほうはたまったものではない。ただでさえ、恋人と別れたばかりで一人寝のつらい時期だ。若い魅力的な男の体が密着していたのでは、理性を保つのが精一杯で睡眠もままならない。毎晩が苦行僧のような気分だった。

　カオル自身の問題もあった。奇妙な同居が一か月になろうとしても、少年は自分のことについて、名前以外頑としてしゃべらなかった。姓も、具体的な年齢も、放浪している理由も、今までなにをしていたのかも、一切ノーコメントだ。

　一度だけ、親のことに触れたとき、カオルは言った。

「心配なんかしてない、せいせいしてるって。だって二人とも、俺のこと怖がってたもん」

「暴力でもふるってたのか」

「そんなんじゃなくてさァ、俺、吸血鬼だから」

「はァ？」

「証拠見せたげようか。ほらほら」

　あーんと開けた口の中、上の犬歯が、なるほど肉食獣の牙のように長くとがっている。

「まあ、えらく立派な犬歯だが、そりゃ個体差のうちだろ？　でなけりゃ突然変異とか」

「血を吸ったことだってあるよ。がぶっと噛んで、ちゅうちゅう……とろけるようにうまいんだ」

　言いながら工藤に飛びつき、首すじに歯を立てるまねをしたカオルは、ふいにやる気をなくしたように体を離した。

　それきり押し黙ってしまった少年を横目で見ながら、工藤は想像を巡らせた。おそらくその犬歯のせいか、あるいはほかの理由でか、彼は常に周囲から異端視されていたのだろう。両親に疎まれ、ひょっとしたら子供社会でいじめにもあい、そうした外圧から逃れるために家を飛び出したのかもしれない。吸血鬼うんぬんは、自分の存在を正当化するためのささやかな幻想だ。

　工藤は少年に同情した。だが、かわいそうだからといって、このままでいいわけがない。保護者を探すなりして早くけじめをつけなければと思いながら、工藤はぐずぐずと先延ばしにしてしまう自分の本音にも気づいていた。




　管内で猟奇殺人事件が発生した。被害者は地元の男子高校生。性的暴行を加えられたうえ、全身を刃物でめった刺しにされていた。死因は失血死。加害者は当然、男性の同性愛者と考えられたが、一つ奇妙な点があった。錐であけたような小さな傷が二つ、被害者の首すじに整然と並んでいたのだ。それはまるで、ホラー映画に出てくる吸血鬼の噛み痕のように見えた。

　八日後、同様の遺体が発見され、事件は連続殺人の扱いとなった。こんどの被害者は、十八歳の土木作業員だった。どちらも被害者が未成年ということで、工藤の所属する少年係にも警戒体制が敷かれた。

　それから二か月の間に、新たな犠牲者が三人加わった。被害者の特徴は一致していた。いずれも未成年で、身長は一七〇センチメートル弱、痩せ型、中性的で整った顔立ちをしている。その特徴がカオルにもあてはまることに気づき、工藤はカオルに一人での外出を禁止した。

　遺体が発見された場所は、ばらばらだったがＡ市内に限定されていた。雑木林、橋の下、工事現場――生活圏のすぐ近くにありながら、夜間はめったに人の訪れない場所ばかりだ。遺体には死後移動された痕跡はなく、そこが犯行現場だと思われた。

　だが、被害者の特徴も犯行場所もかぎられ、犯人の精液という証拠物件まであるにもかかわらず、捜査は難航した。精液から推定される犯人の血液型は、ＲｈマイナスＡＢ型。稀少な血液型だが、記録されている該当者には全員アリバイがあった。

『吸血鬼のしわざ!?　警察もお手上げ、Ａ市の連続猟奇殺人事件!!』

　マスコミではおもしろおかしく取り上げられ、連日全国のお茶の間を賑わせている。

　少年係の捜査員たちは、通常業務に加え、毎晩総出で管内の警邏にあたった。九時以降、未成年者と思われる者には片端から声をかけ、すぐ帰宅するよう注意しているが、効果のほどは定かでない。砂浜で砂を一粒一粒拾うような作業に、一同は肉体的にも精神的にも疲労困憊していった。

　その日も工藤は、夜明け近くになって、底のすりへった靴をひきずりながらアパートの前にたどりついた。

　見ると、見慣れた背中がドアの前に立ち、今しも鍵を開けようとしているところだった。

「カオル！」

　工藤はかっとなって少年に飛びかかり、力任せに頬を殴りつけた。

「今ごろなにをしてる！　危険だから出歩くなと言ったのを忘れたのか！」

　カオルが視線をそらしたのが、工藤の怒りに拍車をかけた。

　工藤は壊しそうな勢いでドアを開けると、カオルを突き飛ばして中に入れ、振り向いた顔をもう一度殴った。カオルはよろけて尻餅をついた。

「なんのために人が苦労してると思ってる！　おまえのような奴ばかりだから、いくら注意しても被害者が減らないんだ！　死にたいか、そんなに死にたいのか!!」

　表情を失っている少年を押し倒し、抜き取った自分のベルトで後ろ手に縛りあげた。

「やっと家に帰れば、おまえがそんな体で張りついてきて安眠もできない。俺だって人間なんだ、休みも必要なら、性欲だってあるんだよッ」

　もがく細い体を抱え上げてベッドに投げ出し、むしりとるように着ているものを脱ぐ。次いで少年の下半身を裸に剥くと、両足の間に体を割りこませた。

「そら、おまえのお望みのものだ！」

　そのまま突き入れようとして、すんでのところで工藤は思いとどまった。激しい怒りの暴風は過ぎ去り、代わりに別の衝動が噴き出してくる。

　臀部のひきしまった双丘の上に、自分の両手があった。力を入れると、割れ目の下から淡い色の窄まりがのぞいた。腰から太腿にかけての筋肉がひきつるように動き、同時に窄まりが息をするように収縮する。

　手を移動させ、シャツの下に滑りこませた。腰から背すじ、腋の下へと、素肌の感触を味わいながらなぞっていく。背中で括られた両手の指が曲げられ、固く握りしめられた。

「あ……」

　手が前に回り、胸元に達すると、少年の口から切ない吐息が漏れた。胸の突起がたちまち硬くなる。体が逃れようとするようにずり上がる。それを引き戻してひとしきり胸を愛撫しつづけると、少年は身をよじりながら嗚咽のような声を漏らしはじめた。

　片手を下へ伸ばすと、少年が興奮しているのがわかった。硬くなった先端をたわむれのようにいじってやる。今にも放出してしまいそうに激しくひきつったので、すぐに手を離し、周囲へと指を走らせた。

　豊かな草むら、ひんやりした二つの果実、なめらかな腿の内側。中心に触れてもらいたくてくねる腰の動きが、視覚的にも工藤の欲望をあおる。

　腕の中にあるのは、若く美しい体だ。両手の自由を奪われて、工藤にされるまますべてを受け入れるしかない。この体を思うままむさぼり、悲鳴を上げさせ、許しを請わせ、じわじわと息の根をとめていったら――。

　瞬間、工藤は猟奇殺人犯に共鳴していた。だが次の瞬間には、自分の中に発見した暗い欲望を振り払い、まだ顔も知らない犯人を嘲った。欲望を満足させるのに相手を殺す必要はない。自分はもっといい方法を知っている。

　少年の体を裏返し、仰向いた顔に口を寄せた。唇を舐め、舌で押し開き、長い犬歯をまさぐった。

「ダ……ぅ、ふぅ、んん……ダメ……っ」

　振り払おうとする頭を両手でとらえ、口の中を存分に蹂躙する。駄目だと言いながら、少年は犬歯を舐められるととくに感じるようだった。舌を絡ませ、軽く吸っただけで、はりつめた股間のものがびくびく震える。

　その根元に指を巻きつけてコントロールしながら、工藤はじっくり愛撫を続けた。首すじから腹部にかけて指を滑らせ、やさしく撫でておいてはときおり爪を立てる。痛みを与えるたびに少年はより強く反応した。工藤の指がかすめるごとに、硬くなっていた体が弛緩し、別人のように淫らに溶けていく。

　熱を帯びて潤んだ二つの目が、すがるように工藤を見上げた。その目を見つめながら、工藤は体をずらし、少年の高ぶったものを口に含んだ。

　舌でつつき、強く吸い上げ、丁寧に舐めるあいまに軽く歯を立てる。若い雄が激しく震えれば、根元に回した指を締めて、達することを許さない。

　じらしてじらして、少年が泣きだすまで追い詰めては突き放した。

「お願い……もうイかせて……ダメ、ダメ……あっ、もう……あっ、あっ……」

　窄まりに潤滑剤をたっぷり含ませ、傷つけないように注意深く、指一本で執拗に追い立てる。

「……いや……もうヤだ……あっ……もう……うぅ……っ……ああ……あ、あぅ……」

　細い喉から出る声がすっかり言葉を成さなくなったころ、工藤はようやく腰を上げ、少年の中にゆっくり身を沈めた。

　狭い隧道の壁が、押しつぶすほどの強さで絡みついてくる。熱い。つながったところから、互いの鼓動が渾然一体となり、二人で一つの別の獣になる。獣は踊るように全身を震わせ、ときおり狂ったように咆哮しては身悶えした。

　やがて獣の頭部から徐々に力が抜けていき、声がとだえ、ほとんど動かなくなった。それでも下半身はまだしばらく律動を続けていたが、じきにその動きも鈍くなり、とうとうぴくりともしなくなった。

　どのくらいたってからか。死んだ獣からふたたび生きた人間に戻った工藤は、自分のしでかした現実を苦い思いでかみしめながら、起き上がって後始末を始めた。

　気を失っている少年の拘束を解き、体液にまみれた体をタオルでぬぐってやる。両手首には擦過傷ができていた。泣きつづけた両目のまぶたは腫れ、殴られた頬は痣になりかかっている。窄まりも、切れてこそいなかったが、赤く腫れあがって痛々しい。

「許してくれとは言えないな」

　工藤は少年の黄色い頭を撫でながら言った。

「明日いっしょに警察へ行こう。それでおまえは、自分の家に帰るんだ」

「……のに」

　意識がないように見えたカオルの唇が動いた。

「え……なにか言ったか？」

「よかったのに」

　カオルはぱっちり目を開いた。

「すっごく感じちゃった。俺、こんなによかったのなんて、今日がはじめて」

　あっけにとられている工藤の目の前で、カオルはむくりと起き上がると、なにごともなかったような足どりでキッチンへ向かった。

「ああ、そうだ、工藤さん」

　水をくんできたグラスの一方を渡しながら、カオルはいつものにこにこ顔で言った。

「また未成年うんぬんての気にしてるんだったら、心配ないからね。十八歳未満ての、ウソだから。俺、きのうで二十歳になったんだ。……あ、それからね、最初の晩にヤっちゃったっての、あれもウソ。工藤さん、ぐでんぐでんに酔っぱらってて、ホントはここまで連れてくるだけで精一杯だったんだァ」

　なんだって、このクソガキ、だましやがったな！　――頭の中では思いつくかぎりの罵詈雑言が飛びかっていたが、実際に工藤が口に出したのは、まぬけな一言だけだった。

「はァ……そう」 




　事件解決のめどが立たないまま数週間が過ぎ、その間もカオルとの共同生活はずるずる続いていた。

　とりあえず、カオルの話が本当なら（あくまで本当だと仮定してだが）、当座の問題はおおむね解決したことになる。成人した独身男性がどこに住みだれと寝ようが、さしあたって法の関知するところではない。

「だけどおまえ、本当に二十歳なのか？　とてもそうは見えんが」

「ホントだってば。俺、高校はちゃんと卒業してるもんね」

「高校卒業したって、十八じゃないか。あと二年はどうした」

「だからァ、そのあとはあちこちでバイトしたり、オトコの家を転々としたりィ……」

　言葉の端々に過去の片鱗が見え隠れすることもある。だが、カオルの素性はまだほとんどブラックボックスの中だった。

　あの夜以来、工藤は開き直ってカオルとのセックスを享受することにした。カオルはあれで味を占めたのか、行為の際に拘束されることを好んだ。妙な話だが、体の自由を奪われると、安心して快楽に没頭できるらしい。工藤はたいてい彼の希望に添ってやったが、積極的な要求に一抹の不安をおぼえないでもなかった。

「あ……もっときつく縛ってよ。そんなんじゃほどけちゃう」

「これ以上締めたら血がとまる」

「もっとぎゅーっとやっちゃってよ。しびれるぐらい締めつけられるのがいいんだ。ねえ、どうせなら猿轡もかませて」

「おまえなあ……俺にマグロとセックスしろってのか」

　そう言いながら、工藤はカオルに猿轡をかませるのが嫌いではない。かませた布の上に鋭い犬歯がのぞいているのを見ると、人に馴れない猛獣を屈服させているようで、まんざらでもない気分になった。

　右手と右足、左手と左足をそれぞれ括り、間に入って窄まりを深く穿つ。カオルは白い喉をさらし、猿轡の下からくぐもった嬌声を上げる。二人の間に屹立するカオルの雄の証。そこに直接刺激がほしくて、カオルは不自由な体をねじり動かす。工藤はそれをあえて無視する。カオルの雄は、とうとう一度も触れられないまま精を吐き出してしまう。

　カオルの体には抗いがたい吸引力があった。感度は敏感すぎるほどで、どんな無理でも受け入れてしまう。愛撫も責めも貪欲に呑みつくし、飽くことなくさらに多くを求めてくる。工藤はカオルとのセックスに溺れた。




　そんな工藤の心に疑いが芽生えたのは、なにげない思いつきがきっかけだった。

　警邏の途中、用を足しに行った相棒の刑事を待つうちに、ふとカオルの声が聞きたくなり、携帯電話から自宅にかけてみた。カオルは出なかった。トイレか風呂に入っているのかもしれないと思い、数時間後にもう一度かけてみたが、結果は同じだった。

「カオル。おまえ、今日どこかへ出かけていたのか？」

　帰宅してから尋ねると、カオルはきょとんとした顔ですぐに否定した。

「ううん、ずっとうちにいたよ」

「二度ほど電話したんだけどな。出なかったから」

「ふうん、気がつかなかった。シャワーでも浴びてるときだったのかな？」

　ごくしぜんな口振りには、なにかを隠しているような様子は感じられない。だがカオルは嘘をつくのがうまい。

　工藤はカオルの行動に注意しはじめた。すぐに自分の迂闊さを悟った。職務のあいまに立ち寄ってみると、アパートの自分たちの部屋に明かりがついていないことがたびたびあった。あんな痛い目に遭ったのだから、まさかその後も夜間外出をくりかえしているとは思わなかった。なぜ今まで、自分は念を押して確かめるということを考えなかったのか。外からたまに電話をかけるだけで事足りるのに。

　久しぶりの休日、工藤は出勤と偽ってアパートを出ると、近くに身をひそめてカオルが出てくるのを待った。日中はほとんど無駄に時間が過ぎていった。カオルは一度外出したが、近所のスーパーへ買い物に行っただけだった。夕方になると部屋の窓に明かりがつき、ときどき黒い影法師が部屋を横切った。

　明かりが消えたのは八時を過ぎたころだった。しばらくすると、アパート前の道にカオルが姿を現した。人目をはばかるようにあたりをうかがい、いつになく深刻な顔をして歩きはじめる。工藤はこっそり後を追った。

　カオルの歩みはさほど速くなく、ときどき立ちどまっては視線をさまよわせると、ふたたび歩きはじめる。物思いにふけっているようにも、なにかを探しているようにも見えた。電車に乗って近くの町で降りる。そこでもまた、少し進んではとまり、あたりを見回して、また歩きだしと、同じことをくりかえす。深夜一時を過ぎると、カオルは徘徊をやめて帰路についた。

　数日後、工藤はふたたびカオルを尾行する機会を得た。カオルの行動は前回とまったく同じだった。夜八時ごろ家を出て、深夜一時ごろに戻る。ただし行き先は異なり、前回の隣の町だった。

　工藤の頭を占めているのは、カオルが犯人である可能性だった。犯人は男性の同性愛者。それはカオルにもあてはまる。では、カオルに人が殺せるか。カオルは大柄なほうではないが、被害者も似たり寄ったりの体格だ。無理なことではない。それに、そう、カオルが転がりこんできてからだ。一連の猟奇殺人が始まったのは。

　鑑識の結果、吸血鬼の噛み痕のような傷は、被害者の死後つけられたということがわかっていた。本当の吸血鬼である必要はない。犯人像に吸血鬼のイメージを与える動機を持っている者なら、だれにでも犯行は可能だ。たとえば、自分は吸血鬼だという妄想を抱いている人間とか。

　工藤は血液型占いの本を購入し、わざとカオルの前で読んでみせた。

「おまえ、こんなの信じるか？　人間の性格がたった四種類に分けられるんなら、警察の仕事ももっと楽だろうに。おい、カオル、おまえは何型だ」

「俺？　ＡＢだよ？」

　カオルは興味をひかれたのか近寄ってきて本を覗きこんだ。

「でも俺の血液型、珍しいんだよね。アールエッチマイナスっての。やっぱさァ、プラスとマイナスとじゃ、性格違うと思うなァ」

　あまりにも符号が合いすぎる。だが、犯人の血液型は公に報道されているのに、本当の犯人がこんなに軽々しく口に出すだろうか。それとも、隠せば疑われると知って、あえて堂々と明言したのか。




　その後も工藤は、なるべく機会をつくってカオルの尾行を続けた。これだけ状況証拠があるのだから、事情を報告して捜査本部に一任することも考えられた。だが工藤はそうしなかった。自分の目で確かめるまでは信じたくなかった。

　カオルの夜間徘徊はあいかわらず規則正しい。行き先だけが毎回違う。

　ここしばらく犯人は鳴りを潜めており、工藤が職務に拘束される時間も減っていた。そのことも工藤の疑惑をふくらませる。犯人が動かないのは、やはりカオルが犯人だからではないのか。尾行に気づいていながら、気づかないふりをして工藤を振り回しているのではないか。

　その夜、Ａ市は一帯が濃い霧に包まれていた。灰色の帳に阻まれて、ともすれば見失いそうになるカオルの後姿を追い、工藤はひたすら歩きつづけた。少し歩いては立ちどまり、また少し進んではとまる。際限のないくりかえし。

　ほんの一瞬のことだった。いちだんと霧が濃さを増し、カオルの背中が見えなくなったと思ったとたん、ぼそぼそと話し声が聞こえてきた。工藤は慌てて足を速めた。だが、霧の向こうにはだれの姿も見当たらなかった。




　探しはじめて幾日たっただろう。カオルは、そのうちめざす相手に出会えることを確信していた。市内をしらみつぶしに探していけば、きっと見つかるはず。その男は、カオルの期待する特徴を備えているに違いない。

　今夜はことのほか静かだった。ほとんどだれとも行き逢わなかった。一メートル先も見えないほど霧が深い。このぶんでは今日も見込みがなさそうだ。

　そう思ってひそかに溜息をついたとき、その人影に気がついた。霧の向こうにぼんやりと浮かぶ黒い影。とうとう探し出すことができたのだろうか。

　カオルはごくりと喉を鳴らした。それから思い切って声をかけた。

「あの――」




　カオルを見失った工藤はパニックに陥りかけていた。

　目に映るのは、霧、霧、霧……不快な質感をともなって緩慢に移動していく灰色の帳ばかり。

　今、確かにだれかがここにいた。カオルと言葉を交わした。それほど離れていたわけではなかったのに、まるで最初からだれもいなかったかのように、彼らは忽然と姿を消してしまった。なんの気配も感じられない。頼りの街灯は灰色の繭に包まれ、人魂かなにかのようにぼうっと浮いているだけだ。

　カオルが本当に犯人なら、あまり時間がない。ここにいただれかは、次の犠牲者に選ばれたのだ。早く見つけないと取り返しのつかないことになる。

　急がなくては。だが、どこへ？




　カオルが声をかけると、人影は近づいてきて目の前で足をとめた。

「なにか？」

　まだ若い、背の高い男だ。仕立てのいいスーツを着て、片手にアタッシュケースを提げている。

「あの、俺――」

　言いよどむカオルの全身にすばやく視線を走らせ、男は人のよさそうな笑みを浮かべた。

「そうか、僕に会いに来たんだね？」

　カオルはぱっと顔を輝かせた。夢中でうなずき、改めて話しかけようとすると男にさえぎられた。男はしゃべるなというように唇に人差し指をあて、カオルを引き寄せて物陰に隠れた。指し示された方に目をやると、霧の向こうに人影が見える。

　人影はせわしない足どりで近づいてきたかと思うと、こちらには気づかない様子でそのまま目の前を横切っていった。通り過ぎる瞬間、ぼんやりと顔が見えた。工藤だ。

「君の後をつけてたみたいだけど。だれ？」

「うん……ちょっとした知り合い」

　カオルは言葉を濁したが、男はそれ以上追及してこなかった。カオルの腰に腕を回し、にこやかに言った。

「さて、それじゃゆっくり話のできる場所へ行こうか」

　男は近辺のことをよく知っているようだった。深い霧にもかかわらず、ほとんど歩調を緩めずに進んでいく。地面がアスファルトから土に変わった。やがて現れたのは、物置のような木造の建物だった。男はカオルをその中にいざなった。

　天井から吊るされた電球のスイッチが入れられ、建物の内部が薄暗いオレンジ色の光に照らし出された。カオルの思ったとおり、物置だった。埃の積もった箱が雑然と積みかさねられ、足元には工具がいくつか投げ出されている。

「こんなところしか思い浮かばなかったけど、かまわないよね？」

　男は手近の箱を二つ下ろし、埃を払ってから一方をカオルに勧めた。椅子代わりにしようということらしい。

　カオルは男の整った顔を見つめた。色白で、洗練された雰囲気が漂う柔和な顔立ちだ。

「おじさん、吸血鬼なの？」

「そうだよ」

　単刀直入にきくと、男も短く答えた。

「連続殺人の犯人、おじさんなの？」

「そうだよ。よく知ってるね。じゃあ君は、それを知っていながら僕のところに来てくれたんだね。怖いとは思わなかったの？」

　カオルは首を横に振った。

「ずっと……ずっと探してたんだ。おじさんに会いたかった。だって……俺も吸血鬼なんだ。ほら、見て」

　口を開けて犬歯を見せると、男は感動もあらわに身をのりだした。

「すばらしい……なんとすばらしい……」

　呟くようにくりかえしながら、男は震える手を伸ばしてカオルの頬に触れ、犬歯を探り、撫でさすった。

「これはまさに……奇跡としか言いようがない。君こそ僕の求めていた人だ」

　その言葉にカオルは恍惚となった。だが続く言葉に、違和感をおぼえて眉をひそめる。

「君はとてもかわいい。この目も、この鼻も、この口も……まるで僕の理想をそのまま形にしたようだ。ああ……この腕に触らせておくれ。なんてひきしまって、なんてなめらかで……美しい……すばらしすぎる」

　男は美術品を鑑賞するようにカオルの全身を撫でまわし、抱きしめてまぶたに唇を押しあてた。

「今すぐ君を抱きたい。かまわないよね？」

　カオルは躊躇した。自分は確かにこの男に会うことを切望していたが、そういうことをしたかったからではない。話をしたかっただけだ。

　拒もうとして両手で押したが、男の力は思いのほか強く、びくともしなかった。男はカオルを抱きしめたまま、片手を伸ばしてアタッシュケースの蓋を開けた。

　中に入っていたのは、ロープに手錠、革製の枷――そしてサバイバルナイフ。

　声を上げようとしたカオルの口は、開く前に大きな手のひらによってふさがれた。




　道に迷うことをおそれ、工藤はすぐに足をとめた。

　この霧では、これ以上一人で探すことは不可能だ。事は一刻を争う。すぐに応援を呼ぶべきだ。

　だが、本当にカオルが犯人なのだろうか。犯人でないとしたら、警察に無駄足を踏ませてしまうことになる。今この間にも、どこか別のところで、真犯人がだれかを毒牙にかけているかもしれないのだ。

　とはいえ、カオルが犯人である可能性は高い。あとで笑われてもいい。事件を未然に防ぐのが、刑事たるものの本分ではないか。

　めまぐるしく移り変わる思考に追いつけず、立ちすくんでいた工藤は、そのとき頬にかすかな空気の流れを感じた。風だ。

　吹きはじめた風はみるみる灰色の霧を散らしていった。

　奇跡のように、工藤の前に道が開けた。




　男は革の枷でカオルを拘束した。

　両手首は背中で一つにまとめられ、動かせないように短いベルトで首輪とつながれる。両足は、それぞれ膝上に巻いた枷をこれも首輪につながれ、胸の方へ折り曲げているしかできないようにされる。口には棒状の口枷をはめられた。

　口枷に食いこむ二本の長い犬歯を撫でて、男はうっとりと囁いた。

「これは運命なんだよ。君は、今日ここで僕に会うために生まれたんだ。君は僕の血となり、僕は君の血によって完全な肉体を得るだろう」

　カオルは恐怖と絶望のために身じろぎすることもできなかった。男の口に、カオルが求めていた印はなかった。その犬歯は常人のものとなんら変わらなかった。この男は吸血鬼などではない。ただの狂った殺人鬼だ。

　男はサバイバルナイフを取り上げ、獣の皮でも剥ぐようにカオルの服を切り裂いていった。ときどき手がすべったふりをして、わざと皮膚に傷をつける。そのたびに、痛みでカオルの体がぴくりと震えるのを楽しんでいるのだ。

　カオルがすっかり裸になってしまうと、男は自分も服を脱ぎ、そそりたった一物をこれみよがしにこすりあげた。そのまま予告もなくカオルを貫く。

　カオルは悲鳴を上げた、身をよじって手足をばたつかせた――つもりだった。だが声はこもった唸り声にしかならず、枷で厳重に拘束された体は、わずかに膝から下が揺れただけに終わった。涙が目尻からとめどなく流れ落ちる。

「美しい……」

　男は陶然として呟き、無造作にナイフの刃でカオルの胸をなぞった。乳首が中央から二つにぱっくり割れた。溢れ出る血を唇ですくい、乳首に舌を絡め音を立てて吸う。

　血だらけの窄まりに抜き差ししながら、男はじわじわとカオルの解体にとりかかった。腹部の柔肌に一ミリ間隔で線を刻みつける。二の腕に刃を滑らせ、骨に沿って力任せに突き立てる。傷口をしゃぶりながら、幾度も刃を入れ直して足首の腱を切断する。

　カオルはとうに反応する力を失い、うつろな視線を天井に向けていた。




　霧が晴れてやっと、工藤は自分が住宅地の外れにいることを知った。

　すぐ足元で舗装された道が終わり、踏み固められた土の道が続いている。その先に広がる暗闇を見渡したとき、目の端にかすかな光をとらえた。オレンジ色の薄明かりが、閉めきられた木造の小屋をぼんやり浮かび上がらせている。

　誘われるように近づいていくと、小屋の手前で異臭が鼻をついた。緩んだ羽目板のすきまから漏れ出る明かりを頼りに、顔を寄せて中をのぞきこむ。

　見たものの意味を把握するより先に、工藤は我を忘れて小屋の戸に体当たりしていた。行為に没頭していた男は対応に遅れた。中に踏みこむや工藤は男に殴りかかり、ひきはがして何度も蹴りつけた。男が気絶したのを確認すると、とってかえして血まみれの肉塊に駆け寄った。

「カオル!?」

　ふしぜんに折りたたまれた体はどこもかしこも真っ赤で、なにがどうなっているのか一目では判別できないほどだった。だが間違いなくカオルだ。

　吐きそうになるのを必死にこらえ、工藤は震える手で拘束具をはずしにかかった。鮮血で手がぬめり、思うようにはかどらない。どうにか解放すると、嗚咽を漏らしながらカオルの体を探った。心臓は動いている。息もしている。意識は――。

「…………」

　ひび割れた唇がなにか言おうとするように動いた。続いて両のまぶたがのろのろと開いた。

「ウ……ウソ……工藤、さん」

　唇の端が上がり、カオルはいつものように笑った。

「く、工藤さんだ……ウソォ……ど、して……」

「無理にしゃべるな」

　工藤はぼろぼろ涙をこぼしながら、携帯電話を取り出そうとした。

「大丈夫……もう大丈夫……すぐ救急車を呼んでやるから――」

「ダ、ダメだっ！」

　どこにそんな力が残っていたのか、カオルは片手を振り上げて携帯電話をはたきおとした。

「病院はダメ……絶対、死んでも……ダメ……呼んじゃダメだ……」

「そんなこと言ってる場合か！」

「ダメだったら！」

　カオルは血まみれの両手で工藤にすがりついた。工藤は震える手でその体を抱きしめ、顔を寄せて傷だらけの頬に自分の頬を添わせた。

「死ぬな、カオル」

「……病院はダメ……」

「死なないでくれ」

　カオルの手が伸ばされ、工藤の首すじを愛撫するようになぞった。

「……工藤さん、ごめんね……俺……もう……」

　工藤は激しくすすりあげてカオルの肩に顔をうずめた。

　カオルはもう一度工藤の首すじをなぞり、静かに目を閉じた。

　工藤が首すじに痛みを感じたのは、その直後だった。




　最初に目に映ったのは、泣きそうになっているカオルの顔だった。

　カオルの頭の向こうに、裸電球のぶらさがった汚い天井が見える。どうやら自分は今、仰向けに寝ているらしい。肘をついて体を起こそうとすると、頭がぼうっとして視界が頼りなく揺れるのを感じた。

「工藤さん、大丈夫？」

　カオルの手を借りて起き上がり、改めて彼の様子を見る。なんだかずいぶん元気そうだ。全身にべっとりついていた血はほとんどぬぐわれ、重傷に見えた無数の傷は、赤いみみずばれ程度で出血もしていない。

「まさか、全部夢だった……ってことはないよな？」

「ごめんなさい、俺、我慢できなくて……」

　うなだれたカオルの視線をたどり、工藤はようやく、自分の首すじについた傷に気がついた。

　二つ並んだ傷口を探りながらあたりを見回す。小屋の隅で気を失ったままの裸の男。床に広がる生々しい血の海。血で汚れた大振りのナイフ。

「工藤さんの血、飲んじゃったんだ」

「……それで、怪我も治ったって……？」

　カオルは黙ってうなずいた。

「目の当たりにしたら、信じざるをえないよなあ」

　工藤は涙で腫れた目をこすり、こんどは自力で立ち上がった。おぼつかない足どりで男のところまでたどりつき、アタッシュケースに残っていた枷で男の手足を拘束する。

「カオル」

　振り返ってカオルに笑いかけた。

「病院がだめなら、警察もだめなんだろう？　こいつの服を拝借して、先にうちに帰ってろよ」

　カオルが立ち去るのを見届けてから、工藤は落とした携帯電話を拾い上げた。




　犯人の逮捕により、巷を騒がせた連続猟奇殺人事件は幕を閉じた。

　男は一流企業に勤める営業マンで、自分は吸血鬼の末裔だという妄想にとりつかれていた。犯行の動機をきかれると、自分は不完全な肉体を持って生まれたため、完全な肉体を得るために多くの人間の血が必要だったのだと説明した。男の名前は血液型のリストからは漏れていた。

　消えた最後の被害者については、警察は未だになんの手がかりもつかめていない。その少年は、工藤が男をとりおさえている間にいつのまにか姿を消していた（ということになっている）。男によれば、少年は自分に完全な肉体を与えるため神につかわされた聖なる霊で、彼と交わったことにより、自分は完全な肉体を得ることができたのだそうだ。完全な肉体とはどういうものだろう。

　男の妄想の中でカオルは日ごと美化されているらしく、彼の証言にもとづいて作成された似顔絵を見て、工藤は危うく吹き出しそうになった。

「工藤さんはやさしいけど、俺の言うこと信じてくれてたわけじゃなかったでしょ」

　なぜ殺人犯に会おうとしたのかという問いに、カオルはそう答えた。

「俺、なんで自分だけこうなんだろうって、いつも思ってた。だから仲間に会って、自分だけじゃないってこと確かめたかったんだ」

「両親は吸血鬼というわけじゃないのか？」

「俺、養子だから。ホントの親のことなんて知らない」

　貧血状態だった工藤の体調は、一晩寝るとすぐ元どおりになった。カオルの肌に残っていた傷もじきに癒え、カオルは前以上に溌剌として見える。

「俺ってさ、イくとき相手の首に噛みついちゃう癖があるんだよね。無意識だからどうしようもなくて。初体験のときなんか、相手が病院にかつぎこまれて大騒ぎになっちゃった……」

　だから、本当にセックスの快感を味わったのは、工藤とのときがはじめてだったのだという。拘束を好んだのは、悪癖を出さずにいられるからということもあったようだ。

「まさか干からびるまで飲んじまうことはないんだろ？　遠慮せず吸えばいいのに」

「ううん、理性が飛んだら最後までやっちゃうかも。それより、今までどおり縛って犯して。俺、工藤さんにいじめられるの、好きなんだ」

　恥ずかしくなるようなことを真顔で言われて、工藤はがらにもなく赤面した。

「そ、それはそうと、おまえに血を吸われたら、俺も吸血鬼になったり――するのか？」

「まっさかァ。そんなんだったら俺、今ごろバンバンみんなの血を吸って、いっぱい仲間を増やしてるよ」

「そうか……なんだ、残念だな」

「残念って、なにが？」

「もしそうなら、俺がおまえの仲間になってやれたのに」

　カオルの顔がくしゃっと歪んだ。カオルは泣き顔を隠すように工藤の胸に押しつけると、両手を工藤の背中に回して言った。

「俺、自分が世界でたった一人の吸血鬼でもいい。工藤さんが信じてくれたから、もういいんだ」

　鼻をすする少年の肩をそっと抱きかかえ、工藤はあやすように頭に頬擦りした。

「カオル。一つだけ教えてくれないか」

　言いながら片手でカオルの髪をすき、耳朶に唇を押しつける。

「おまえの年、本当はいくつなんだ？」

　カオルはしゃくりあげるのをやめた。

「……言っても怒らない？」

「怒らないよ」

「ホントはねェ」

　顔を上げ、上目遣いに工藤を見つめて言った。

「十五歳」







【完】　


  




夜よ霧ぎりは血ちの匂におい











著者　　松浦まつうら 巽たつみ
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月夜見ライブラリーより
夏川まどかのTL小説、松浦巽のBL小説

電子書籍ストアにて好評発売中
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夜霧は血の匂い

著者　松浦巽






酔いつぶれた工藤が目覚めると、隣には見知らぬ裸の少年が。カオルと名乗ったその少年には、見事な犬歯が生えていて……。

同じころ、市内で連続猟奇殺人事件が発生する。被害者の首すじには、いずれも吸血鬼に噛まれたような傷痕が残されていた。犯人はカオルなのか？

刑事と家出少年をめぐるBLホラー小説。
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ささやかな誤算

著者　松浦巽






元刑事の片倉は、会長命令で社内の機密漏洩問題を調査するうち、エリート青年・野上に目をつける。
野上は別会社の役員と通じていたが、２人の関係はそれだけではなかった。
野上の意外な一面を知った片倉は、彼に強く惹きつけられる。そして野上もまた……。
欲望の奥に潜む愛情。男たちのサスペンス＆ラブ・アフェア。
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支配者の論理

著者　松浦巽






魔が差した。たった一度のその軽挙が、香坂の人生を変えた。
尊敬する上司のため、情報を盗もうとライバル部署に忍びこんだ香坂。ところがそれを、相手のボス・本間に見つかってしまう。
「ばらされたくなければ、私の犬になれ」
脅迫されて本間の傘下に移った香坂を待っていたのは、犬扱いされる屈辱的な調教の日々だった。
はたして本間の真意は……？








  OEBPS/images/cover.jpg





OEBPS/nav.xhtml


    

      目次



      

        		

          夜霧は血の匂い

        



        		

          奥付

        



      



    

  

OEBPS/images/shihaisha.jpg





OEBPS/images/mediatunes.png
Medialunes





OEBPS/images/yogiri.jpg





OEBPS/images/tsukuyomi_titie.png
H)I% £ - RIRO TSUKUYO
TIA4 =P V= LIBRA






OEBPS/images/tsukuyomi.png
TSUKUYO
LIBRA






OEBPS/images/sasayaka.jpg





